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今
年
は
令
和
４
年
、
西
暦
で
言
え

ば
２
０
２
２
年
。
年
齢
を
重
ね
る
と

頭
の
中
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
る
の
は

熊
商
に
入
学
し
た
昭
和
34
年
、
卒
業

は
同
37
年
３
月
１
日
。
当
時
は
、
木

造
校
舎
で
男
子
生
徒
が
６
割
女
子
生

徒
が
４
割
位
と
記
憶
し
て
い
る
。
３

年
間
の
高
校
生
活
は
毎
日
が
楽
し

く
、
学
校
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し
か

っ
た
。
ク
ラ
ス
を
越
え
た
友
人
た
ち

も
で
き
た
■
卒
業
後
は
そ
れ
ぞ
れ
就

職
し
た
が
、
盆
や
正
月
に
再
会
し
40

年
以
上
続
く
と
共
に
、
併
行
し
て
学

年
同
窓
会
も
開
催
さ
れ
、
お
互
い
に

再
会
を
喜
び
合
い
会
話
が
弾
ん
だ
。

ま
た
２
年
に
１
回
の
全
体
の
同
窓
会

も
、
先
輩
後
輩
が
再
会
す
る
と
共
に

新
し
い
出
会
い
も
生
ま
れ
た
■
昭
和

50
年
代
か
ら
情
報
処
理
科
や
熊
商
デ

パ
ー
ト
、
電
子
計
算
機
の
導
入
な
ど

充
実
が
計
ら
れ
た
し
、
ス
ポ
ー
ツ
も

実
績
を
上
げ
る
な
ど
、
全
国
屈
指
の

商
業
高
校
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
後

輩
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
と
同
窓

会
で
は
寄
付
を
募
り
「
学
習
セ
ン
タ

ー・蛟
竜
館
」「
校
門
」「
大
型
バ
ス
」

な
ど
を
寄
贈
し
た
■
県
内
で
２
番
目

に
古
い
熊
商
は
３
年
後
に
創
立
１
３

０
周
年
を
迎
え
る
。
熊
商
の
歴
史
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
入
学

し
て
く
る
後
輩
達
の
た
め
に
何
を
残

す
か
。
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蛟
竜
館

新校長・新副校長 着任・同窓会会長再登板

　副校長として今年度４月に着任
いたしました。令和７年に「熊商
創立130周年」を迎える大変伝統
ある熊本商業高校に勤務できるこ
とに幸せと責任を感じ、生徒の夢
実現に向かっているところです。
　私は、平成７年の「熊商創立
100周年」時に23歳の新米教員と
して本校に勤務していました。当
時の生徒の皆さんは、現在立派な
社会人として多方面で活躍されて
おり、本校の学校運営を牽引する
中心的役割を担った教職員も数多
く所属しています。これまで卒業
生の皆様が育まれてきた伝統は、
現在の在校生にも継承され、誠実
で勇気を持ち、礼節を重んじなが
ら学業と部活動に励み、成長する
姿は大変頼もしく、今後更に幅広
く活躍することが期待できます。
　最近の話題では、高校総合体育
大会で、陸上部が総合優勝５連覇
で南九州大会へ。女子バスケット
ボール部が２年連続優勝、女子ソ
フトボール部が４年ぶり３回目の
優勝で、全国総合体育大会に出場
します。また女子バレー部は県３
位として九州大会出場を、野球部
はＮＨＫ旗で準優勝し、夏の甲子
園を目指します。今後とも「文武
両道」と地域に愛される学校づく
りを目指します。今後とも温かい
ご声援をお願いいたします。

副
校
長
先
生

 

谷
脇 

詩
織
さ
ん

ま

　この度熊本商業高校の第38代
校長として着任しました飯田恵子
と申します。日頃から熊商同窓会
の皆様方には、本校の教育活動に
物心両面からご支援をいただき、
心から感謝申し上げます。
　さて、令和元年12月に、生徒
向けの１人１台端末と高速大容量
の通信ネットワークを一体的に整
備することが決まりました。
　熊本県でも令和２年度から整備
が始まり、公立高校に在籍する全
ての生徒に１人１台のタブレット
端末が貸与され、各教室に電子黒
板が設置されました。コロナ禍
で、タブレット端末やオンライン
を使った授業は、学びを保障する
手段として有効でした。一方、コロ
ナ禍で人とのつながりが失われ、
閉塞感や不安を感じました。オン
ライン授業は、感染拡大予防には
なるが生徒と教師の間で織りなさ
れる授業の空気感やコミュニケー
ションをどう確保していくのか…
そんなジレンマを感じました。
　新型コロナウイルスは、令和の
時代を生きる私たちにさまざまな
問題を提起しています。社会の出
来事に関心を持ち、さまざまな課
題を自分事として捉え、主体的に
考え、行動できる熊商生を育てな
がら、令和の時代も選ばれ続ける
魅力あふれる熊本商業高校を目指
します。

　令和４年１月25日廣瀬前会長のご
逝去を、心よりご冥福お祈り申し上
げます。
　会長が不在となることにより、同
窓会に支障をきたさない様にと、令
和４年度の総会におきまして、役員
の皆様からの強い推薦をいただき、
廣瀬前会長の残り任期期間を会長と
して再登板することを引き受けまし
た。任期１年と短いですが、廣瀬前
会長の遺志を引き継ぎ、より良い同
窓会、また若い世代が参加できる組
織づくりに努めたいと思います。
　また、３年後の令和７年に迎える
「熊商創立130周年記念同窓会」
の、成功に向けて皆様と一緒に取り
組みたいと思います。
　コロナの影響により、２年間開催
できていない卒業後５年目の同窓会
を、今年こそはどうにか３学年で開
催し、若い同窓生の同窓会活動への
ご理解とご協力を得たいと考えてお
ります。
　熊商に、本年度の人事異動で飯田
恵子校長先生が着任されました。在
校生を含み、女性が多数活躍されて
おります。同窓会には女性部の集ま
り「さくら会」があります。皆さん
が多数参加していただき、意見交換
や友達の和を広げていただければと
思います。
　末尾になりますが、母校熊商のさ
らなる発展と同窓会会員皆様とご家
族のご健康とご多幸を祈念してご挨
拶といたします。

　コロナ禍で任期を１
年延期した住永前会長
の後任として、令和３
年４月21日に開かれた
同窓会総会で、19回生
の廣瀬哲生さんが選出
されました。
　廣瀬新会長は「熊商
の発展と同窓会の活性
化を目指したい」と挨
拶しました。
　実は廣瀬会長は「ガ
ン」との闘いをしなが
らの就任でした。
　就任以前からも「若
っかもんの会」の集ま
りに出席し、若い世代
と会話を交すなど、気
さくな人柄で親しまれ
ていました。　
　しかし役員会では同
窓会役員にハッパをか
けるなど、同窓会の活
性化に力を入れました
が、令和４年１月25日
にご逝去されました。
　短い期間の会長でし
たが、同窓会の活性化に
情熱を燃やされました。
　生前、広報委員長が
インタビューしたとき
「熊商は数年前から男
性40％女性60％の割
合になっているので、
同窓会の活動も旧態依
然から脱皮していかな
ければ」と話しておら
れました。
　廣瀬さんの言葉を大
事にご冥福を祈ります。

校
長
先
生

 

飯
田 

恵
子
さ
ん

同
窓
会
会
長

 

住
永 

金
司
さ
ん

伝統を受け継ぎ、
更に躍進し続ける
熊商に

３年後の
130周年に向けて

訃　報

故・廣瀬哲生様

令和の時代も
選ばれ続ける魅力
あふれる熊商に
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▲自らの体験を語る 高木 修さん

　
熊
商
同
窓
会
は
令
和
４
年
４
月
21

日
夕
刻
か
ら
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

で
、
令
和
４
年
度
の
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
ま
だ
収

束
し
な
い
た
め
、
出
席
者
は
絞
ら
れ

38
人
で
し
た
。

　
司
会
の
高
校
45
回
生
の
甲
斐
良
二

さ
ん
の
声
か
け
で
、
廣
瀬
会
長
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
祷
し
ま
し

た
。

　
開
会
の
ご
挨
拶
は
、
副
会
長
・
高

校
14
回
生
の
緒
方
進
一
さ
ん
が
、

「
亡
く
な
ら
れ
た
廣
瀬
会
長
は
『
熊

商
は
近
年
男
子
生
徒
が
40
％
、
女
子

生
徒
が
60
％
で
以
前
と
比
較
す
る
と

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
同
窓
会
も

旧
態
依
然
で
運
営
す
る
の
で
は
な

く
、
現
状
に
即
し
た
同
窓
会
運
営
に

思
い
切
っ
て
変
え
る
べ
き
だ
』
と
い

う
提
言
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
早
い
ご
逝
去
は
残
念
で
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
総
会
議
長
に
高
校
27
回
生

の
水
口
浩
さ
ん
を
選
出
し
た
後
、
議

事
録
署
名
人
に
高
校
19
回
生
の
上
田

博
仁
さ
ん
と
前
田
律
子
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。

　
１
号
議
案
は
令
和
３
年
度
の
事
業

活
動
報
告
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
に

続
い
て
パ
ー
テ
ィ
ー
の
な
い
総
会
、

活
動
は
縮
小
し
て
も
会
員
の
増
強
、

組
織
強
化
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
有
志
の
会
、

え
び
す
会
は
少
な
い
な
が
ら
も
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
各
学
年
、
各

部
会
の
親
睦
の
集
い
は
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
１
月
28
日
の
新
卒
業
生（
３
年
生
）

ク
ラ
ス
幹
事
と
同
窓
会
の
連
絡
会
で

は
、
毛
利
事
務
局
長
が
ク
ラ
ス
幹
事

の
皆
さ
ん
に
、
幹
事
の
役
割
が
大
事

だ
と
話
を
す
る
と
共
に
、
２
月
28
日

の
熊
商
同
窓
会
入
会
式
で
は
、
甲
斐

副
会
長
が
卒
業
生
に
同
窓
会
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
事
務
局
長
の
高
校
13

回
生
の
毛
利
秀
士
さ
ん
よ
り
、
会
報

◀
出
席
し
た
皆
さ
ん

◀
住
永
金
司
会
長

▶
議
長
　
水
口  

浩
さ
ん

　

昨
年
７
月
12
日
、
熊
商

は
進
学
や
就
職
を
迎
え
る

３
年
生
を
対
象
に
講
座
を

開
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の

講
座
は
２
ク
ラ
ス
が
休
憩

を
は
さ
ん
で
２
時
間
の
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
師
は
熊
商
Ｏ
Ｂ
（
33

回
生
）
の
高
木
修
さ
ん
。

「
熊
商
時
代
は
あ
ま
り
目

立
た
な
い
存
在
で
し
た
」

「
卒
業
後
は
九
州
産
業
大

学
芸
術
科
に
進
み
、
デ
ザ

イ
ン
広
告
を
学
び
ま
し

た
。
大
学
３
年
の
頃
か
ら

目
覚
め
企
画
や
技
術
、
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
本
格
的
に

学
び
、
大
学
院
の
先
生
と

共
に
ア
メ
リ
カ
の
広
告
技

術
を
見
て
回
り
ま
し
た
」

　

高
木
さ
ん
は
現
在
「
熊

日
広
告
社
」
に
務
め
、
多

く
の
企
画
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
「
ひ
と
り
キ
ャ
ン

プ
の
ヒ
ロ
シ
で
す
」
に
も

関
わ
っ
て
活
躍
中
で
す
。

　

先
輩
の
体
験
講
話
に
３

年
生
の
男
女
２
ク
ラ
ス
の

生
徒
諸
君
は
自
分
が
進
み

た
い
道
、
や
り
た
い
こ
と

な
ど
に
役
立
っ
た
で
し
ょ
う
。

高
木
修
さ
ん
が
体
験
講
話

卒
業
を
前
に
後
輩
が
聴
講

に
挨
拶
文
を
入
れ
て
会
費
納
入
を
呼

び
か
け
た
ら
、
納
入
者
が
増
え
ま
し

た
。
１
６
９
７
件
で
前
年
度
よ
り
73

件
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
各

学
年
、
各
部
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
結
果
で
す
。と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
号
議
案
は
、
一
般
・
特
別
会
計
報

告
を
会
計
の
高
校
20
回
生
の
堀
田
清

さ
ん
が
報
告
さ
れ
、
３
号
議
案
は
会

計
監
査
報
告
を
高
校
21
回
生
の
林
和

廣
さ
ん
が
報
告
さ
れ
、
１
・
２
・
３

号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
号
議
案
の
令
和
４
年
度
事
業
計

画
案
は
毛
利
事
務
局
長
が
、
各
委
員

会
や
部
会
は
、
工
夫
し
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
や
各
支
部
の
同
窓
会
開
催

は
未
定
で
、
コ
ロ
ナ
の
動
向
を
見
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
９
月
の
三
者
懇

談
会
・
10
月
の
さ
く
ら
会
総
会
の
開

催
が
実
現
で
き
た
ら
い
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
１

３
０
周
年
に
向
け
て
期
成
会
を
立
ち

上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
５
号
議
案
は
、堀
田
会
計
が
一
般
・

特
別
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
質
疑
応

答
で
、
有
志
の
会
の
参
加
を
増
や
す

た
め
の
支
援
を
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
や
、
み
ど
り
会
は
、
今
年
の
会

場
変
更
の
理
由
を
、
み
ど
り
会
は
ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
同
窓
生
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
と
調
査
、検
討
し
た
結
果
、

今
年
は
、「
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
」
に
決
定
し
た
報
告
が
あ
り
、４
・

５
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
ま

せ
ん
が
、
熊
商
同
窓
会
は
３
年
後
に

「
熊
商
創
立
１
３
０
周
年
」
を
迎
え

ま
す
。
熊
本
県
で
は
２
番
目
に
古
い

歴
史
を
持
つ
高
校
で
、
こ
の
記
念
す

べ
き
１
３
０
周
年
同
窓
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
会
員
皆
さ
ん
の
会

費
納
入
（
年
２
千
円
）
が
不
可
欠
で

す
。
ど
う
か
卒
業
生
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
３
月
１
日
に
熊
商
を
卒
業

し
た
３
年
２
組
・
梶
原
菜
々
美
の

母
で
す
。
こ
の
度
熊
商
同
窓
会
よ

り
部
活
動
の
部
で
同
窓
会
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
な

い
受
賞
に
驚
き
、
お
礼
の
手
紙
を

と
思
い
筆
を
と
り
ま
し
た
。

　
娘
が
熊
商
へ
の
進
学
を
決
め
た

の
は
、
小
学
校
か
ら
始
め
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
集
大
成
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
熊
商
に
入
学
し
ま

し
た
。
３
年
生
に
な
り
夏
冬
２
回

も
全
国
大
会
に
出
場
で
き
、
親
子

共
々
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
し
、
全
国
大
会
出
場
や
ウ
ィ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
の
際
は
、
同
窓
会
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
い

た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
、
改
め
て

熊
商
愛
を
感
じ
ま
し
た
。
感
謝
!

　
３
月
７
日　
　
梶
原
裕
子

　
６
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
４

月
７
日
の
副
会
長
会
で
、
顧
問
・
相

談
役
を
交
え
話
し
合
っ
た
結
果
、
７

年
間
会
長
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
住

永
前
会
長
に
廣
瀬
会
長
の
残
任
期
間

の
会
長
役
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
後
、
竹
永
相
談
役
と
毛
利

事
務
局
長
が
住
永
前
会
長
を
訪
問

し
、
内
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
と
報

告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
永
新
会
長
が
『
廣
瀬
君
と
は
同

業
で
30
年
近
く
一
緒
に
や
っ
て
き
た

仲
で
す
、
今
回
会
長
を
受
け
る
条
件

と
し
て
、
廣
瀬
君
の
残
り
の
任
期
を

お
受
け
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。』
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

お
願
い
し
ま
す

住
永
前
会
長
に

再
登
板
を
要
請

▶
事
務
局
長 

毛
利
秀
士
さ
ん

▶
会
計
監
査
　
林  

和
廣
さ
ん

▶
会
計
　
堀
田
　
清
さ
ん

令和４年度（西暦2022年）総会

続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
者
も
制
限

33回生

お
母
さ
ん
か
ら
お
礼
の
手
紙

令
和
４
年
度  

熊
商
同
窓
会
役
員

役　職　名 氏　　名 卒回 担　当
同窓会会長 住 永　金 司 K18
　〃　副会長
　〃　副会長

毛 利　秀 士 K13 兼事務局長

　〃　副会長
緒 方　進 一 K14 広報

　〃　副会長
松 田　和 彦 K15

　〃　副会長
高木  美年子 K18

　〃　副会長
上 田　博 仁 K19 えびす会

　〃　副会長
前 田　律 子 K19 さくら会

　〃　副会長
下 川　幸 一 K25 組織強化委員会

　〃　副会長
水  口　　浩 K27 みどり会

　〃　副会長
内 藤　和 惠 K29 神水会

　〃　副会長
林　み ど り K35 さくら会
甲 斐　良 二 K45 神水会

会計監査 林　　和  廣 K21
　 〃　 徳 永　泰 隆 K51
顧 　 問 松 岡　泰 輔 K12
相 談 役 竹 永　秀 幸 K７
　 〃 　 吉 本　國 勝 K12

常
任
幹
事

事務局
事務局長 毛 利　秀 士 K13
会 　 　 計 堀  田　　清 K20
事 務 局 員 水口  佐代子 K27

役　職　名 氏　　名 卒回
常 任 幹 事 清  田　　博 H51
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　

堀　　　  裕 H51
徳 山　義 行 K４
桑 原　精 喜 K４
山 城　烝 次 K８
田島  冨士夫 K９
林 田　暎 司 K９
川崎  志南子 K14
伊 賀　清 一 K15
志 賀　康 伸 K18
山本  正一郎 K25
平 田　京 子 K27
管　　　  聖 K35
穴 井　智 子 K36
西 岡　幸 治 K41
北  川　　哉 K51

熊商同窓会事務局
TEL 080－5214－6979
事務員　火・水・木
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1956年３月卒（８回生）
熊本市
  大 津　正 純

1960年３月卒（12回生）
熊本市
  山 田　二美世

1960年３月卒（12回生）
熊本市
  下 田　令 二

1962年３月卒（14回生）
鹿児島市
  福 田　栄 一

1978年３月卒（30回生）
福岡市
  小 山　大 成

1962年３月卒（14回生）
益城町
 軸丸  雅子（旧姓 坂田）

熊商で過ごした３年間の
思い出と共に生きている

私を成長させてくれた
思い出多い体育館

まだまだ
　　現役です

1974年３月卒（26回生）
尼崎市
中務 貴久子（旧姓 鬼海）

私を変えて
　　くれた熊商

そろばんの　
技術を後世に

「王の三冠王」を
 阻止した先輩

思い出は
  「日向の匂い」

空手でインターハイ
優勝‼大きな自信に

　昭和28年入学、寄宿舎に入った。
その年の６月、熊本大水害が発生
し、排土作業に汗を流したことを
思い出す。又、済々黌との野球の
定期戦、水前寺球場のコンクリー
トのスタンドでの応援は楽しかっ
た。両校の応援団のエール交換に
はとても感動したものだった。又
３年生の時『実践』という授業があ
った。商店を、熊本方と大阪方に分
け仕入、販売を双方で取引し、伝票
整理、支払等を記帳し、一定の時期
に決算を行う。その他銀行、郵便
局もあり預金の出入や、切手の販

売など商取引の基本的な授業があ
ったことを覚えている。３年生の
時は丁度熊商60周年の時であり
その時の文化祭で英語劇『ベニス
の商人』に出演した。セリフも丸
暗記で意味も分らないまま、演じ
た事がにがい思い出となっている。
　卒業してから60数年たった今
でも、高校生３年間は長い人生の
中での一部分であるが、これ程同
級生、同窓生との深いつながりが
強いものはないと思う。残り少な
くなった人生の今でも、熊商への
愛校心は強く持っている。

　バスケット部所属の私が３年間
お世話になったのは、思い出多い
体育館です。練習の合間に柱を利
用したシュートの練習は、集中力
を得るのになくてはならない存在
でした。部活での一番の思い出は
３年生の時インターハイが熊本県
で開催されるので、２校が出場で
きると聞き厳しい練習も苦になら
ず頑張り、県予選も準決勝で九州
学院と対戦。前半はリードしまし
たが、後半は大接戦となり残り１
分弱で逆転され、１点差残り数10
秒でボールを受けた私はドリブル

でハーフラインを越した時、ベン
チから「時間がない、投げろ」と
いう声で距離もありましたが夢中
で投げたボールが入り、ヤッター
と喜んだら九学ベンチからオフィ
シャルのゲーム終了の笛が私の手
からボールが離れるのより早かっ
たと主張し、両校のベンチは大騒
ぎ。役員、審判、両校の監督で協
議し終了の笛が早かったと決定
し、１点差で負けとなりました。
私個人としては東京国体に県選抜
少年男子に選ばれ、出場したのが
一生の思い出となりました。

　入学して初めて手にした算盤。
直後の実力テストでは筆算で挑戦
した。その後「一念発起」珠算部
に入り、先輩の読上算で鍛えられ、
楽しい部活で１年終了時には珠算
２級、簿記１級を獲得できた。木
造の古い校舎で通路を空けた渡り
廊下があり、移動で飛び渡るのに
勇気が要った。雨の日も風の日も
片道40分の自転車通学は、先輩と
の絆が深まり、粘り強い性格はこ
の三年間で培われた成果である。
　就職に関しては、大方の採用条
件が「市内在住・両親健在」であり、

父親が戦死で母と２人暮らしの私
は、受験すら出来なかった。公務
員試験も２次でアウト。私は子供
の頃写真館で見せてもらった現像
の瞬間が忘れられず、写真館に就
職し、撮影から仕上までの仕事に
10年間従事した。そこを介して、
母と同居してくれる人と出逢い結
婚した。夫はその後看板の修業を
始めた。私は保育園に勤め３人の
子育てをし、平成６年に看板業を
開業した。軌道に乗った平成12年
４月、夫は胃癌で他界した。私は事
業を息子と継ぎまだまだ現役です。

　卒業して 48年が経った。親元
を離れる不安の中、始まった高校
生活は時間が解決してくれた。生
徒数、男子３割、女子７割の中で
私は男女共学のクラスだった。
　熊商への進学が私を変えた事が
ある。それは消極的だった私を明
る＜前向きにしてくれたことだ。
それまで人前に出る事が苦手だっ
た私がスコートにハイソックス、
手にポンポン持って藤崎台球場で
野球部の応援をしているのだか
ら、私自身もびっくりである。ク
ラスに野球部員が数人いたことが

関係しているのかも知れない。
　もうひとつ忘れられない思い出
として寮生活がある。朝の点呼か
ら始まり、共有部分の清掃、当番
制の朝食の準備や夕食の片付け、
厳しい規則など辛いこともあった
が、皆んなと過ごす時間は楽しか
った。学習時間には気さくに応対
して下さった当直の先生方には感
謝の気持ちしかない。
　そして今、就職先だった関西で
多くの同窓の方々と出会う場を得
て懐かしい熊商の話が出来ている
事のしあわせをしみじみ思う。

　木造校舎で10組のうち共学ク
ラスは半分で、正門では定規持参
の厳しい制服チェックが有りまし
た。運動会の仮装行列では「祝ご
成婚」美智子妃殿下に男性が扮し
とても素敵でした。
　全校女子バスケットやバレーボ
ール・江津湖一周マラソンで自転
車通学していた私は、砂取小の坂
道から 30人を抜いて５位入賞。
表彰式ではヤジが飛びました。
　珠算部に入り、仲間は全国大会
応用計算１位・暗算２位と大活躍。
凄い！そろばんは３級合格が卒業

条件で、先輩方が二人一組で放課
後１年生全体を指導されていまし
た。中学迄２級に７回不合格の私
はお陰で１級合格！感謝！挨拶は
右２本指を立て「オッス！」新年
２日はぜんざい会、11月は河内
迄往復徒歩、河内小学校でソフト
ボール、みかんを頬張り、ワイワ
イおしゃべり楽しく、生涯の友を
得た部活でした。クラスの友人達
と自由に選べた卒業写真は完成直
後の銀座橋。伝統ある熊商珠算部
が継続し、そろばんの技術を後世
に残す役目を期待します。

　運動神経の鈍い私は、新聞部に
所属し、部活動をはじめとした学
校内外の話題等の取材を通じ、多
くの友人・知人に巡り合うことが
出来ました。
　１年生の冬、入団して間もない
中日ドラゴンズの江藤慎一選手が、
突然母校を訪問され、部室でイン
タビューをさせて頂き、並んで写
真撮影をしましたが、私の倍はあ
ろうかと思う肩巾に、驚嘆したこ
とを鮮明に憶えています。
　その後江藤先輩は、史上初の両
リーグ首位打者獲得等、プロ野球

を代表する選手として活躍、1965
年には２年連続の首位打者に輝
き、「王の三冠王を阻止した男」
として大きな話題となりました。
　すでに新聞部は廃部となってい
るようですが、10年程前、１年先
輩の宮本様が、在校時の熊商新聞
を保存されている事を知り、熊商
同窓会総会の折り、緒方広報委員
長を通じてコピーを頂きました。
　私たちの拙い新聞を、半世紀に
亘り大切に保存頂いた感謝と共
に、当時の思い出を重ねて、胸が
熱くなるのを覚えました。

　天草の中学校を卒業した私は、
地元の工業高校か熊本市内の高校
に進学するか悩んだ末、親のすす
めもあり熊本商業を選びました。
住み込みの新聞配達センターに入
所し、毎朝４時半に起きて新聞を
配りました。慣れるまでは授業中
に眠くて眠くてたまりませんでし
た。熊商時代の一番の思い出は空
手部に入ったことです。顧問の大
門先生の指導はとても厳しく、部
活を辞めたいと思う日もありまし
たが猛練習の甲斐も有り、インタ
ーハイの団体組手で優勝できたこ

とは、私のその後の人生の大きな
自信につながりました。三年生に
なって空手部主将を務めていた私
は、体育祭の応援団長も引き受け
ることとなり、空手部以外の応援
団員との連絡や連携が上手くいか
ず、コミュニケーションの大切さ
を学ぶ機会も与えられました。
　空手で培った礼儀と忍耐力、応
援団で経験した協調性を大事にす
る気持ちは、社会人となった私の
数々の危機を救ってくれたし、今
はゴルフ人生を謳歌する上でも大
事な基礎スキルとなっています。

礼
節

剛
健

４
２
０
字
で
語
る

熊
商
在
学
中

熊
商
在
学
中
の
想
い
出 

⑴
先輩、後輩、そして同級生と過ごした３年～４年間の想い出をあなたの人生に生かしてください

1973年３月卒（25回生）
横浜市
 宮本  幸子（旧姓 岩崎）

におひ な た

　今は他県に住んでおり、年に一
度ほど帰省する度に市電に乗りた
くなります。通学で毎日乗ってい
たのはいい思い出です。路面電車
は全国でも数える程しか無く珍し
いんです。
　熊商時代の思い出はいくつも有
りますが、部活の事が一番多く、
部活の同級生とは、今でも年に何
度か連絡を取ったり、会ったりし
ています。気心が知れてて口にし
た事は無いですが、仲間意識があ
る友人達はとても大切だと思って
います。

　少し脱線してしまうかも知れま
せんが、学校を思い出すと一番懐
かしいのは授業が終わって部室に
向かうのですが、教室を出て昔の
軟式野球部のグラウンド脇を通る
時に、たまに、ほんとに稀に日向の
匂いがしたのです。この日向の匂い
は誰かと共有したり、話したりして
いないので、私だけの感覚やも知れ
ません。日向の匂い？通じるでしょ
うか？まったくの個人的なイメー
ジだったら申し訳ないのですが…。
　もう一度、あの熊商での日向の
匂いを嗅いでみたいなぁ！

ひ な た

ひ な たにお にお

ひ な た にお

ひ な た

にお
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2025年に創立130周年を迎える母校熊商!　熊商の日々が私たちを育ててくれた!

1962年３月卒（14回生）
益城町
  村 上　慎次郎

1985年３月卒（37回生）
熊本市
 立川  美紀（旧姓 福原）

2008年３月卒（60回生）
熊本市
  安 藤　玄 徳

2017年３月卒（69回生）
大阪
  室 園　大 夢

涙の
「ノーゴール」

同窓会の活動に
　　　　　参加を

「部活と勉強」が
　　　　　私の青春

良き友との
　　　思い出

熊商は全力で努力
した分 輝ける環境

　この会報を手にしている諸先輩
方、後輩の皆さんは熊商の同窓生
で良かったと思われますか？私は
熊商の同窓生で本当に良かったと
思っています。なぜなら、学年幹
事として熊商同窓会の役員の方々
や各所で活躍されている諸先輩方
との繋がりを持つことができてい
るからです。
　諸先輩方が築き上げてきた活動
は神水会主催のバーベキューや、
やかた舟で楽しく会食をしたり、
ボウリング大会を開催したり。有
志の会で経営者の方を中心とした

学びの深い交流や勉強会。女性に
スポットを当てた「さくら会」の
活動など、魅力のある活動ばかり
です。
　しかしコロナ禍で、２年ほど活
動が滞っている状態ですが、活動
再開の声も…。「百聞は一見に如
かず」ぜひこの会報を手にしてい
る皆さんも、活動に参加して頂け
れば幸いです。同窓会を盛り上げ
ていくことこそが、延いては地域
貢献・社会貢献に繋がると私は確
信しております。

「高校卒業後は就職しよう」そう
決意し、私は熊本商業高校に入学
しました。高校で初めて部活動に
入部し、週６の部活動と資格の取
得、定期テストの為の勉強に励む
日々。中学までは習い事のピアノ
の練習をひたすら一人でしていた
私にとって友達と一緒に勉強し、
所属していた書道部で仲間と一緒
に練習に励んだことがとても楽し
い青春でした。
　たくさんの検定を受験した中で
特に苦労したのは日商簿記２級で
した。初めて不合格になってしま

い、検定後の自己採点で大泣きし
「検定に落ちても死ぬわけじゃな
いんだから」と母に言われたのを
覚えています。それからはなぜ間
違えたのかを理解することを意識
し、２度目の受験で無事合格する
ことができました。
　現在私は金融機関職員として働
いています。日々お客様と接する
中で熊商デパートで身につけたコ
ミュニケーション力や接客の仕方、
高校時代からの自己学習の習慣が
役立っています。これからもこれら
の経験を誇りに頑張っていきます。

「想い出」募集
　「県立熊商」は２０２５年（令和７年）に創立

１３０周年を迎えます。

　そこで今年から３年間、熊商在学中の「想い出」

を募集し、すでに県内外から１３人の卒業生か

ら「想い出」が寄せられました。さらに令和５

年と６年にも「想い出」特集を募集します。

　応募される卒業学年と卒業回生、住所を明記

の上、１行１５字×２８行＝４２０字です。〆切

は１１月３０日です。

　熊商を卒業して早37年が過ぎ
ました。先日卒業アルバムを探し
出し見返すと数々の思い出が蘇っ
てきました。
　一番の思い出は２年生の時に行
った「修学旅行」です。京都・長
野・東京方面。長野ではりんご狩
り体験、壮大な大自然に囲まれた
黒部ダム、軽井沢ではレンタサイ
クルで廻りリゾート地を満喫しま
した。東京での自由行動では後楽
園ゆうえんちへ行きアトラクショ
ンを楽しみました。原宿では当時
流行していたブランドの洋服を買

い大満足でした。しかし宿泊先に
帰る際道に迷ってしまいどうにか
たどり着いた時はみんなで抱き合
って喜んだ事を思い出します。
　今夏、軽井沢・黒部ダムへの家
族旅行を計画しています。修学旅
行を思い出しながら楽しみたいと
思います。
　先月久しぶりに高校時代の友人
５人で集まり近況報告その後は懐
かし話で盛り上がりました。心は
いつまでも高校生です。
　これからも友との出会いを大切
にしていきたいです。

　私は、熊商は自分がやりたいこ
とに本気で取り組める環境だと思
っています。それは、クラスの仲
間や先生方が純粋に勉強や部活を
応援してくれたからです。
　熊商では定期的に資格試験を受
けますが、クラスの全員で協力し
てみんなで合格しようとする姿勢
があります。熊商には困っている
人を助け、努力している人を尊敬
する仲間が多くいたので、私は常
に向上心を持って何事にも取り組
むことができました。結果として、
学年で１番多く全商検定１級の試

験に合格することができました。
また、私はそろばんが大好きで珠
算部に入部していましたが、部活
でも３年連続で県大会個人優勝を
果たし、全国大会に出場すること
ができました。これらの結果が残
せたのは私の力だけではなく、私
が頑張る姿を先生や生徒が常に応
援してくれたことが非常に大きか
ったと思っています。熊商でこの
ような貴重な経験をしたため、社
会人になった今も前向きな姿勢で
目標に向かって行動でき、充実し
た日々を過ごせています。

礼
節

剛
健

４
２
０
字
で
語
る

熊
商
在
学
中

熊
商
在
学
中
の
想
い
出 

⑵

　私は 61年前、熊商を卒業しま
した。当時の熊商の校舎は木造建
てで、床はガタガタ、体育館の天
井は低く、梁は柱がむき出し。そ
んな体育館でバスケット部は練習
しました。それでも３年の時は、
九州大会、インターハイ、国体と
熊本代表として参戦しました。
　その戦いの中でも鮮明に思い出
すのは、長崎で開催された九州大
会決戦、１点を争う接戦となり、
残りあと１分まで１点差で負けて
いました。あと１ゴールで勝つノ
ータイム寸前、キャプテンのロン

グシュートのボールは高く宙に舞
い、そのままゴールイン。勝った
と思った瞬間、レフリーはノーゴ
ールのホイッスル。敗けたのか？
皆唖然、そして悔し涙。
　この悔しさが後のインターハイ
全国ベスト16、国体九州代表、
全国ベスト８の成績を残し、校訓
「礼節・剛健」を学び熊商を卒業
した。
　今では３人の仲間が亡くなっ
た。彼らの冥福を祈りながら、年
に２・３回飲み会をし、古き良き
時代の話に花を咲かせている。

2020年３月卒（72回生）
益城町
  城　日 菜 子 熊商同窓会

　第14回

「さくら会」総会のご案内

寿咲 亜似 氏 ひとり語り

演目『肥  後  物  語』
～熱い女心、平家追討をめぐる恋もよう～

日　　　　　時： 2022 年 10月８日㈯
受　　　　　付：　　　１３：００
開 会 ・ 総 会：　　　１４：００
会　　　　　費：　　　１, ０００円
場　　　　　所： 健軍文化ホール

プロフィール
寿咲流「語り座」創座長、語り手　寿咲亜似氏（すさきあい）
永年に亘り、歴史話や民話を幅広い年齢層の方々に語り
続けている。自身が民話を聞いて育った体験から、聞く
ドラマは、心を豊かにし、郷土愛を育む事を確信。
2009 年、肥後の歴史物語と民話の会「語り座」を設立。
楽しくわかりやすくをモットーに脚本を書き、二百以上
もある自作の中から、公演先の地域に合わせた話を
語り続けている。イベント出演も多数。
RKKラジオ「清正公さんの国づくり」は脚本と語り、
テレビは「窓を開けて九州」「ウェルカム」など多数出演。

※　駐車場はありません。公共交通機関か周辺の有料駐車場をご利用ください。

申し込み・お問い合わせ　熊商同窓会事務局
　　　〒862-0954　熊本市中央区神水1-1-2　熊本商業高校内　蛟竜館
水口　TEL・FAX　096-381-6979　さくら会代表　林 090-2097-5168
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熊
商
学
校
だ
よ
り

熊
商
に
赴
任
し
て
き
ま
し
た

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
今
年
も
デ
パ
ー
ト
を

  

一
度
目
の
勤
務
は
平
成
19
年
度
か

ら
４
年
間
。
旧
校
舎
か
ら
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
、
新
校
舎
が
半
分
完
成
し
た
と

こ
ろ
ま
で
で
し
た
。
今
回
（
今
年

度
）
二
度
目
の
赴
任
は
、
11
年
越
し

と
な
る
全
て
完
成
し
た
校
舎
へ
の
赴

任
と
な
り
ま
し
た
。

　

赴
任
し
て
数
日
後
の
出
来
事
で

す
。
勤
務
後
真
っ
暗
に
な
っ
た
校
舎

を
出
た
時
、
旧
校
舎
の
鯉
の
池
や
ロ

ー
タ
リ
ー
の
こ
と
が
ふ
と
浮
か
び
、

そ
れ
を
皮
切
り
に
二
十
数
年
前
の
高

校
時
代
の
出
来
事
を
色
々
と
思
い
出

し
ま
し
た
。
き
つ
い
こ
と
、
苦
し
い

こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
が
私
の
中
に
大
切
に
仕
舞
わ
れ

て
い
た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
そ

し
て
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
支
え
ら

れ
て
そ
の
思
い
出
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
、
大
人
に
な
っ
て
、
ま
た
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
と
同
じ
教

鞭
を
と
る
立
場
に
な
っ
て
、
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

人
生
の
礎
と
な
る
大
切
な
３
年
間

を
過
ご
す
生
徒
た
ち
の
た
め
に
、
か

わ
い
い
後
輩
の
た
め
に
、
何
が
で
き

▲熊本商業高校 徳永憲治校長

▲記念品贈呈 ▲卒業同級生代表あいさつ

▲学業の部▲部活動の部

▲全商表彰・産振表彰▲３世代表彰

▲熊商同窓会 甲斐副会長

▲皆で勢揃いして開店オープンを告げる

日
々
自
問
自
答
を
忘
れ
ず
に

森
　
　広
明

主
幹
教
諭

▲お客様の注文に早速商品を▲お客様の質問に応えて説明を▲場所は少し離れた所だったが、スタッフは呼び込みでお客様を…。

▲待ち受け体勢でお客様を待つ▲ＰＲ板をかかげて呼び込みを▲品物をそろえながらＰＲを

◀
販
売
車
で
お
店
を
ア
ピ
ー
ル

▲宣伝看板を見せながらアピール▲マスクをしながらも呼び声に力を入れる▲行列する状況を見てテキパキと…

　

退
職
後
の
再
任
用
の
残
り
２
年
と

な
っ
た
４
月
に
熊
商
へ
の
転
勤
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。
青
天
の
霹
靂
。
同

窓
生
と
は
い
え
、
商
業
の
教
員
に
な

っ
て
か
ら
も
縁
の
薄
か
っ
た
学
校
で

す
。
千
人
を
超
す
生
徒
が
い
る
大
規

模
校
。
名
実
と
も
に
文
武
両
道
。

「
日
本
一
の
商
業
高
校
」
を
目
指
し

て
い
る
と
か
。
若
い
時
な
ら
ま
だ
し

も
何
で
今
更
？
何
の
戦
力
に
も
な
れ

な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
心
境
。

　

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
、
45
年

も
前
の
卒
業
生
。
校
舎
も
建
て
替
え

ら
れ
、
制
服
も
若
干
変
わ
り
、
時
の

移
ろ
い
と
と
も
に
生
徒
の
様
子
も
あ

の
頃
と
は
全
然
違
っ
て
、
昔
を
懐
か

し
む
も
の
は
校
歌
く
ら
い
。
（
当
時

は
三
番
ま
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
）

　

赴
任
が
決
ま
っ
た
後
、
積
年
の
親

友
と
電
話
で
「
私
た
ち
あ
の
時
あ
の

学
校
で
出
会
っ
て
、
未
だ
に
友
だ
ち

や
っ
て
る
っ
て
凄
い
ね
」
「
ほ
ん
と

に
」
そ
の
後
は
、
ま
る
で
昨
日
の
よ

う
に
あ
の
頃
の
出
来
事
を
回
想
し
て

話
は
尽
き
ず
何
時
間
も
長
話
。

　

教
員
生
活
、
最
後
の
最
後
に
こ
の

学
校
で
働
く
と
い
う
の
も
何
か
の
縁

な
ん
だ
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
こ

で
生
涯
の
友
を
得
る
場
と
な
る
よ
う

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
の
職
場
、こ
れ
も
縁
で
す

津
田（
旧
姓 

松
本
）ひ
と
み

る
か
を
日
々
自
問
自
答
し
、
生
徒
の

成
長
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会

 

入
会
式

  

２
月
28
日

〈
同
窓
会
賞
〉

① 今年３月に卒業した皆さんは
　 ５年後に学年同窓会を開いて
　 いただきます。
② 各学年の世話人の皆さんは、
　 各クラスの住所などを把握
　 して、同窓会事務局に報告
　 して下さい。

令和３年度の
各クラスの
世話人は
右の通りです。

（１組）工藤 孔志郎君　・吉野　想桜さん 　（２組）石原　果奈さん ・藤本　彩生さん

（３組）武藤　将生君　 ・園木　佑奈さん 　（４組）大塚 実乃里さん・古澤　美捺さん

（５組）家入　勁士君　 ・山田　太陽君 　　（６組）久野　風貴君 　・髙木　梨央さん

（７組）大石　玲緒さん ・宮原 咲百合さん　（８組）藤野　克海君 　・堀田　朱乃さん

（９組）永田　直哉君　 ・村本　彩さん

 く  どう   こう  し  ろう 　　　　　  よし  の　　　 そ　ら

 む  とう　　しょうき 　　　　　　  その  き　　　 ゆ　な

いえいり　　 けい  し 　　　　　　  やま  だ　　　たいよう

おおいし　　　り　お 　　　　　　  みやはら　　さ　ゆ　り

なが  た　　　なお  や　　　　　　   むらもと　　  あや

いしはら　　　か　な 　　　　　　  ふじもと　　　あ　い

おおつか　  み　の　り 　　　　　　 ふるさわ　　　み　お

ひさ  の　　　ふう  き 　　　　　　  たか  き　　　  り　お

ふじ  の　　　かつ  み  　　　　　　 ほり  た　　　あや  の

飛
び
立
つ

卒
業
生
に

祝
辞
と
激
励
を

送
る

飛
び
立
つ

卒
業
生
に

祝
辞
と
激
励
を

送
る

　コロナ禍で今年も入場人員を

制限して「熊商デパートをオー

プン」しました。

　生徒諸君は大きな声を出して、

入場者を引きつけるなど、知恵

を絞っていました。

2021年12月の熊商デパート



編
集
後
記
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委
員
長
　
緒
方
進
一
　
　
高
14

委
　
員
　
林
　
み
ど
り
　
高
35

　
〃
　
　
穴
井
智
子
　
　
高
36

　
〃
　
　
中
西
俊
康
　
　
高
42

　
〃
　
　
平
川
智
美
　
　
高
47

　
〃
　
　
後
藤
拓
海
　
　
高
65

事
務
局
長
毛
利
秀
士
　
　
高
13

事
　
務
　
水
口
佐
代
子
　
高
27

編

集

委

員

編
集
後
記

編
集
後
記

令和３年度 熊商同窓会 一般会計決算書
１．収入の部

令和４年度 熊商同窓会 一般会計予算書
１．収入の部

口座振替 362件・郵便振込 650件
・コンビニ振込 685件

２．支出の部２．支出の部

項　　目 金　額 備　　　考
3,461,109
3,394,000

前 年 度 繰 越
年 会 費

1,000,000特別会計より
預金利息 他20雑 収 入

7,855,129　 合 　 計 　

http:/ /dashinc.co.jp/kumasyo_d/
E-mail:kumashodosokai@spice.ocn.ne.jp

　
竹
永
大
先
輩
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き

継
い
で
、
２
０
１
４
年
か
ら
本
誌

「
熊
商
同
窓
会
会
報
」
の
編
集
長
を

務
め
て
き
た
。
脱
サ
ラ
独
立
を
し
た

の
が
四
〇
年
前
で
、企
画
・
広
報
・
編

集
・
出
版
な
ど
を
中
心
に
、
一
人
で

仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
頃
、
熊
商

14
回
生
の
同
窓
会
に
も
顔
を
出
す
よ

う
に
な
り
、
14
回
生
の
学
年
同
窓
会

の
記
事
や
写
真
を
提
供
し
た
こ
と
か

ら
、小
生
を
指
名
さ
れ
た
と
思
う
。

「
熊
商
同
窓
会
会
報
」
の
取
材
や
編

集
は
楽
し
か
っ
た
。
し
か
し
七
十
歳

後
半
か
ら
老
人
性
特
有
の
物
忘
れ
や

人
様
の
名
前
忘
れ
、
原
稿
の
表
現
や

漢
字
な
ど
が
思
い
出
せ
な
く
な
り
、

仕
事
も
廃
業
し
た
。
や
が
て
七
十
九

歳
に
な
る
こ
と
か
ら
、
広
報
委
員
長

に
は
次
世
代
、
そ
れ
も
女
性
の
感
覚

で
「
会
報
」
を
編
集
し
て
ほ
し
い
。

総会・会議お茶（正副会長会）
・卒業生幹事連絡会弁当

項　　目 金　額 備　　　考

91,556

会報印刷（8,000部）・振込用紙
印刷（6,351）・郵送代（6,346通）1,214,483

口座振替手数料（銀行）・郵便局
コンビニ振込手数料・残高証明料267,932

トナーキット（プリンター）・事務用品代 他160,710

卒業証書入れ筒・事務局水道光熱費
パソコン購入

優秀生徒表彰・三世代表彰・香典
高校同窓会連絡協議会

95,046
電話（固定・携帯）・インターネット・切手葉書代等232,207

0

年会費口座引落依頼・年会費入力作業87,230

0
事務局員692,800

部活動援助費200,000
129,366
145,280

7,515,074

会 議 費

旅 費 交 通 費
通 信 費
慶 弔 費

8,000渉 外 費

電 算 委 託 料
熊日年始名刺広告・HP管理費148,390広 告 宣 伝 費

みどり会・えびす会・神水会・県外支部補助551,906事 業 費

会 報 発 行 費

支 払 手 数 料

学 年 同 窓 会
人 件 費
事 務 費
部 活 援 助 費
雑 費
備 品 費

次年度繰越3,461,109次 年 度 繰 越

組織強化委員会に関わる会議
・通信・会報発送補助29,059組 織 強 化 費

　 合 　 計 　

口座振替 362件・郵便振込 650件
・コンビニ振込 685件

項　　目 金　額 備　　　考
3,121,040
3,394,000

前 年 度 繰 越
年 会 費

1,000,000特別会計より
利息 34円34雑 収 入

7,515,074　 合 　 計 　
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２
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６
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日
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日
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日
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日

　
日

　
日

３・４
日

22
日

　
日

　
日

　
日

　
日

16
日

　
日

１
日

　
日

　
日

副
会
長
会
議

入
学
式（
学
校 

来
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和
４
年
度

　
　

活
動
計
画

自・令和３年４月１日～至・令和４年３月31日 自・令和４年４月１日～至・令和５年３月31日

１．収入の部
項　　目 金　　　　額

19,941,098前年度繰越金
同窓会入会金
（入学 5,000円×368名 卒業 3,000円×363名）

2,929,000入 会 金

残高証明手数料

一般会計運営費補填金

22,870,266　合　計　
168雑 収 入

２．支出の部
項　　目 金　　　　額

330

21,869,936

雑 費

次年度繰越金

1,000,000一般会計へ振替

22,870,266　合　計　

１．収入の部
項　　目 金　　　　額

21,869,936前年度繰越金
同窓会入会金
（入学 5,000円×368名 卒業 3,000円×368名）

2,944,000入 会 金

24,814,104　合　計　

預金利息

168雑 収 入

残高証明手数料ほか

一般会計へ振替　不足分補填

２．支出の部
項　　目 金　　　　額

330

23,813,774

雑 費

次年度繰越金

1,000,000一般会計へ

24,814,104　合　計　

令和３年度 熊商同窓会
特別会計 決算書　　　　　

自・令和３年４月１日～
至・令和４年３月31日

令和４年度 熊商同窓会
特別会計 予算書　　　　　

自・令和４年４月１日～
至・令和５年３月31日

同窓生の皆さんへ
年会費 2,000円の
納入にご協力ください

■熊商同窓会ではこれまで同窓会の運
営だけでなく、年会費や寄付金などで
「熊商学習センター・蛟竜館」や「正
門改築」「大型スクールバス」などを
寄贈してきましたし、秀れた部活動に
は報奨金も贈ってきました。趣旨ご理
解のうえ、会費納入のご協力をお願い
します。郵便局・銀行からの払込口座
記号番号は下記のとおりです。
郵便局　０１９５０＝８＝２０５０
　加入者名「熊商同窓会」
銀行　肥後銀行  砂取出張所（139）
　　　普通預金  口座番号 49329
口座名　熊商同窓会 会長 住永金司
振込者名には、あなたの会員番号もご
記入ください。お問合せは、同窓会事
務局へ　TEL・FAX（096）381－6979
　毎週　火・水・木　10時～16時

熊商みどり会 令和３年もコロナに負けず開催
　当会例会は偶数月第３木曜、三井
ガーデンホテルで近況報告やゲスト
卓話など盛り込んで開催。コロナ禍
に数回休会はしましたが現在24期と
なります。高校７回卒から60回卒
まで幅広い会員交流が特徴です。
　４月16日例会は当校に着任し
たばかりの飯田恵子校長を招
き、生徒への思いや、日本一の
商業高校への意気込みをお聞き
しました。参加者も当時に返っ

たように思い出話も弾み、親子で同
窓生の会員もおり熊商への愛着をた
っぷり語り、懇親尽きない例会とな
りました。

熊商有志の会 幅広い世代の会員交流を

熊商えびす会 同窓生の顔ば見に来てはいよ! 熊商神水会 コロナ禍で自粛しました

　令和３年10月13日㈬、熊本中央CC
で開催、参加者86名。
　優勝　白石精治（K18）、２位　松

岡 強（K15）、３位　添島弘行（K24）
でした。
　コロナ禍での開催で表彰式は行わ
ず順位確定後、各自賞品引き換えを
行い解散としました。
　今回も全員に賞品をお渡しできる
様に同窓生に協賛・格安提供して頂
きました。令和４年も開催しますの
で、沢山の方にお声掛けして頂き、拡
大活性化へ繋げたいと思っています。

　同級生に声をかけて、連れ立ってき
てください。
　60歳を超えて、老いと向き合うのは
なかなか難しいと思うようになりまし
た。えびす会では、近況報告をします
が、皆さんの話を聞いていますと、老い
との向き合い方に光がさしてきました。
　同窓というだけで、近しい人ばかり
というわけではありませんが（参加者
は60歳代から90歳代まで）、一緒に笑っ
て話して食事して短い時間ですが、良

いひとときです。会は、60歳以上
の方対象で特別な決まりごとはあ
りません、２ヶ月に１回（奇数月）
開いています。同窓会事務局まで
ご連絡ください。

各会議弁当・お茶（総会・学年幹事会・編集
委員会・正副会長会・四役会・五役会）

項　　目 金　額 備　　　考

320,000

会報印刷（9,000部）・振込用紙印刷
・郵送代1,600,000

口座振替手数料・
年会費振込手数料・残高証明料300,000

トナーキット（パソコン）・事務用品代150,000

卒業証書入れ筒・事務局水道光熱費

（次年度繰越）
0

三世代表彰記念品代・優秀生徒表彰・香典等113,000
電話（固定・携帯）・インターネット・切手葉書代410,000
東京・関西・福岡同窓会（校長・会長・副会長）210,000

熊日年始名刺広告・HP管理費150,000
年会費口座引落依頼・年会費入力作業120,000

学年同窓会お祝い 1学年×10,000100,000
事務局員800,000

部活援助費200,000
140,000

2,079,129
7,855,129

会 議 費

旅 費 交 通 費
通 信 費
慶 弔 費

三者懇談会・他校同窓会310,000渉 外 費

広 告 宣 伝 費
組織強化委員会での会議・通信・事務費用200,000組 織 強 化 費

みどり会・えびす会・神水会
・さくら会・県外支部補助653,000事 業 費

電 算 委 託 料

会 報 発 行 費

支 払 手 数 料

学 年 同 窓 会
人 件 費
事 務 費
部 活 援 助 費

備 品 費
雑 費

予 備 費
　 合 　 計 　

私ども会計監査は令和４年４月13日に提出された、令和３年４月１日より
令和４年３月31日までの会計年度における決算書類および諸帳簿を監査しました結果、
一般会計及び特別会計は、適法かつ正確に処理されているものと認めます。

令４年４月13日
会計監査　林　和廣 ㊞
会計監査　徳永泰隆 ㊞

　令和３年度は、コロナ禍で開催を
自粛しました。例年、奇数月に開催
しています。

５月　例会（親睦会）　　　　　　　
７月　江津湖にて屋形船
９月　若っかもん会（親睦会）
11月　総会・親睦会
１月　新年会
３月　例会（ボウリング・親睦会）

開催案内をさしあげます。
同窓会事務局　℡　096－381－6979
までご連絡ください。


